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付属資料－3 

 
主要面談者リスト 
 
（１） 地方自治・住宅省（MLGH） 

Mr. Maswabi M. Maimbolwa, Permanent Secretary 
Mr. Peter Lubambo, Director, Department of Infrastructure and Support Service 
Mr. Davies C. Zulu, Acting Assistant Director 
Mr. Richard Kangwa, Senior Engineer 
Mr. Nkumbu Siame, Senior Engineer 

（２） 道路開発公社（RDA） 
Mr. Daniel Mubnga, Chief Engineer, Planning 

（３） ンドラ市役所 
Ms. Charity Manda Mpande, Town Clerk 
Mr. Daka Lazarus, Director of Planning, Engineering Services 
Mr. Zulu Joseph, Assistant Director, Engineering Services 
Mr.Brian Mazuba, Acting Deputy Director, Engineering Services 
Mr. Treford Chipulu, Highway Support, Engineering Services 
Ms. Katayi Kamboyi, Senior Engineering Assistant, Engineering Services 
Mr. Fusi Shonga, Planning Assistant, Engineering Services 

（４） キトウェ市役所 
Mr. Al Simwinga, Town Clerk 
Mr. John Ngwata, Deputy Director, Engineering Services 
Mr. Webster L. Musukwa, Assistant Director, Engineering Services 
Mr. Tinkano Sikwewa, Senior Civil Engineer, Engineering Services 
Mr. Gladford H. Chimowa, Highway Superintendent, Engineering Services 

（５） ザンビア環境評議会（ZEC） 
Mr. Danny Mwango, Senior Inspector 

（６） 在ザンビア国日本大使館 
宮下 特命全権大使 
鈴木 公使 
平田 二等書記官 

（７） JICA ザンビア事務所 
乾 所長 
境 次長 
柳 職員 
Mr. Patric M. Chibbamulilo 

（８） 第 3 次ルサカ市道路網整備計画 
小橋 常駐監理者（日本技術開発株式会社） 
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南北経済回廊の重要性 
 

ザンビアの産業地帯は、ザンビア中央部の南北の都市、Lusaka、Ndola、Kitwe など

に分散している。最重要幹線国道である国道 1 号線、2 号線、3 号線は、これらの南北

に伸びる都市を通過しており、ジンバブエやコンゴと連結する南北経済回廊を形成して

いる。 

ザンビアにおける外貨獲得手段である輸出産業は、銅やコバルトなどの鉱工業の占め

る割合が多く、2000 年から 2004 年の統計では全輸出額の 65％を占めている。鉱工業の

中心である銅やコバルトは、コッパーベルト州において採掘されており、特に、Kitwe

およびその北部周辺に集中している。 

鉱工業は労働者の雇用率が高く、ザンビア 9 州のうちコッパーベルト州の人口が最も

多く、ルサカに次いで人口第 2 の都市である Kitwe 市（2000 年統計 37.6 万人）および

第 3の都市 であり州都である Ndola 市（同統計 37.5 万人）を抱えている。Kitwe から

Ndola、さらに Lusaka を南北に結ぶ経済回廊は、社会的にも重要となっている。 
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5．ンドラ市・キトウェ市および要請対象道路の概況 

 

5.1 ンドラ市およびキトウェ市の概況 

5.1.1 ンドラ市 

  

・Copperbelt 州庁舎           ・閑静な住宅街 

   

・ビルの立ち並ぶ商業施設             ・中央病院 

 

  

・Ndola 工場地帯          ・路上で遊ぶ子供たち 
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5.1.2 キトウェ市 

 

  

・Kitwe の工場群             ・郊外の住宅街 

  

・人通りの多い市内目抜き通り    ・地方へ行く人で混雑するバスステーション 

  

・中心街の商業施設         ・低額所得者住宅と子供たち 
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5.2 要請対象道路の概況 

5.2.1 ンドラ市 

  
⇒ 対象道路は市役所前の通りであり、州最高裁判所（写真上）や土地登記所等が道路

沿いにある。周辺も官庁街であり、道路改修後には本邦援助の広報効果が高い。 

⇒ 路面には損傷があり、乗り心地や車輌速度に影響する箇所がある。 

⇒ 現在の日交通量は 2,000 台と 1998 年交通量とほぼ同様である。 

⇒ 道路改修後は、交通量の多い President Avenue（1998 年調査では 7,000 台を記録）

の代替ルートとして活用されるため、交通量の増加が予想される。 

⇒ 大型車の混入率は 6％と高くない。将来、近隣の商業地の大規模開発が行われない

限り、大型車混入率は増加しないものと判断される。 

No.7 Independence Way 

  
⇒ 商業地の中心に位置する。現在の日交通量は 2,000 台であり、1998 年に比べ 1/4 以

下に激減した。この理由は、幹線道路の Nkana 道路（国道 3号線）が 2000 年にリハ

ビリされ、迂回車輌が少なくなったためである。 

⇒ 大型車の混入率は 17%とやや高い。これは周辺が商業地であることと大型車が急勾

配の国道 3 号線を避け迂回する場合があるためである。低速大型車やポットホール

の影響のためにピーク時の走行速度は 20km/h と遅い。 

⇒ 交通量の多い President Avenue の代替ルートとして活用されるため、交通量の増加

が予想される。 

No.6 Makoli Avenue 
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⇒ 商業地帯で大きなビルや商店が立ち並ぶ。小さな露店も多い。 

⇒ 交差点およびその周辺の路面の状態が悪いため車輌走行速度は 30km/h 未満である。

⇒ 日交通量 4,000 台で 1998 年に比べ 3 割程度増加している。 

No.1 Vitanda Street  

  

⇒ Ndola 市工業地帯における幹線道路に位置する 

⇒ 現在の日交通量は 6,000 台と 1998 年に比べ交通量は 5 倍に増加した。近年の銅景気

によるものである。 

⇒ 時間帯にかかわらず交通量は多い。低速大型車のために旅行速度は 30km/h 程度であ

る。 

⇒ 大型車の混入率は 40％と高い。これらは鉱石・ガソリン・セメント・薬剤等工業関

連の物資を運ぶ 8軸・9 軸の大型トレーラーや従業員を輸送する大型バスが多い。 

No.8  Zambia Road 
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⇒ 一般住宅／低所得者住宅街に位置する。近傍に Mushili 市場がある。 

⇒ ポットホールのためピーク時の車輌走行速度は 30km/h 未満となる。改修後には、走

行性・走行速度が改善され、事業効果が期待される。 

⇒ 本道路は、幹線バスルートである。現在の日交通量は 6,000 台以上と要請対象道路

では最大である。小型から中型バスの交通量が極めて多い。 

⇒ 将来、南部住宅地の開発が進んだ場合、さらに交通量が増加する可能性がある。 

No.14 Chambeshi Road 

  

⇒ 一般/低所得者住宅街に位置する。周辺住民の生活道路として主に活用されている。

⇒ 所々路肩部分から車線中央まで舗装が大きく損傷し、車輌走行速度は 30km/h 未満と

なっている。また、日交通量は 600 台弱と少なく、2 輪交通が 50%以上を占める。 

⇒ 道路改修後は、市内中心部から南部住宅地へ向かう Masala 道路の代替ルートとして

活用されるため、市内の主要道路となる可能性がある。さらに、バスルートとなる

予定もあり、交通量が増える可能性が高い。Ndola 市全体の人口増により、南部住

宅地が開発された場合、交通量が飛躍的に伸びる可能性もある。 

⇒ 大型車の通行はほとんどない。周辺が住宅地であるため、将来も大型車混入率は、

大きく増加しないものと判断される。 

⇒ Kabushi 市場へのアクセス道路であるため、市場が活性化された場合、商業用車輌

の増加が見込まれる。 

No.15 Chitimukulu Road 
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5.2.2 キトウェ市 

  
⇒ 工業地域の中心部に位置し、大型運送業者が居並び、大型車の割合が 30%以上と高

い。日交通量は 1998 年の 3,000 台から 5,000 台に増加した。要請道路中最も交通量

が多い。 

⇒ 簡易舗装部と未舗装部分が混在しており、走行速度は 20km/h 台である。 

⇒ 未舗装部分があるため、雨季には大型車の通行に大きな支障が生じる。 

⇒ 道路南側部分に車輌通行が出来ない箇所があり（写真右上）、交通のボトルネックと

なっている。道路改修後には工場地域の幹線道路となるため、交通量が増加する可

能性が高い。 

⇒ 道路改修後には、走行性・走行速度が増加し、幹線道路として機能するため、事業

効果が期待される。 

No.1 Dr. Aggrey Avenue (South) 

   

⇒ 工業地域中心部に位置する。小型車の占める割合が高い。 

⇒ 日交通量は 1998 年と比べ 2倍以上に増加した（現在 2,600 台）。 

⇒ 舗装状態が劣悪で走行速度は 10km/h 台と極めて遅い。 

⇒ 道路改修後には、走行性が改善され援助効果が高い。 

No.3 Zomba Road 
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⇒ 工業／商業地域。 

⇒ 日交通量 1,600 台と 1998 年に比してやや増加。 

⇒ 交差点周辺の舗装状態が極めて悪い。走行速度 10km/h 台と遅い。 

⇒ 小型車が多い。 

 

No.4 Blantyre Road 

  

⇒ 官庁街／住宅街。 

⇒ 日交通量 3,000 台と 1998 年に比べ 4 倍以上に増加。 

⇒ 所々ポットホールあり走行速度 20km/h 台。 

⇒ 中型車がほとんど。 

 

No.8 Kantanta Street 
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⇒ 低所得者/一般住宅街であり、もとは鉱夫の町。Chamboli 市場がある。 

⇒ 日交通量は 3,000 台強である。 

⇒ 舗装が劣悪のために走行速度 10～20km/h。 

⇒ 大型車の割合は低い。 

⇒ 道路改修後に走行速度が改善され援助効果が大きい。 

 

No.28 Luwamshimba Westmain 

  

⇒ 低所得者／一般住宅街（一部開発中）。Ipusukilo 市場へのアクセス。 

⇒ バスルートであり、日交通量 1,000 台。 

⇒ 未舗装道路で、走行速度 20km/h 未満。 

⇒ 大型車の割合は低い。 

 

No.29 Ipusukilo 

 

 


	付属資料
	2. 実施機関との打ち合わせに関するテクニカルノート
	Technical Notes August 14, 2006

	3. 主要面談者リスト
	4. 南北経済回廊の重要性
	5. ンドラ市・キトウェ市および要請対象道路の概況




